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研究概要
本研究課題では、海綿骨を模倣した新しい多孔質構造体により、生体内での突発的な負荷にも強く、一度破壊が生

じても破壊が進展しにくい力学的高機能な多孔質金属インプラントの開発を目指す。人工関節置換術等で使用される

金属インプラントには応力遮蔽による固定力低下という臨床課題があり、多孔化による剛性の最適化が有用となる。し

かし、規則的な構造の繰り返しを有する一般的な多孔質構造体には、内部構造に起因した特定方向の強度低下や一度

破壊が生じると容易に破壊が進展するという力学的課題があった。そこで申請者らは、生体内環境に最適化された多

孔質材料である海綿骨に着目し、海綿骨の構造−力学特性に基づいた新しい多孔質構造体（海綿骨模倣構造）を考案

した。力学的に等方で特定方向の強度低下が抑制でき、初期破壊後の破壊進展が抑制可能であることを確認した。そ

こで本研究課題では、海綿骨模倣構造を用いた力学的高機能な多孔質インプラントを開発するため、海綿骨模倣構造

の設計変数及び製造条件と力学特性の関係を実験的に解明し、多孔質構造の設計・製造方法を開発する。また、力

学的異方性を付与し制御する方法を検討する。
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